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○卒業後の主な進路（令和５年度）※カッコ内は進学者数。
【国公立】旭(13)、柴島(8)、四條畷(7)、清水谷(6)、市岡(6)、桜宮(5)、東(5)、芦間(5)、大手前(4)、鶴見商(3)、桜和(3)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (111名)
【私立】常翔(14)、近大附属(8)、大阪信愛学院(7)、大阪成蹊女子(6)、大阪産業大学附属(6)、関西大学北陽(4)、興国(4)、大阪(3)、大阪国際(3)、西大和学園(3)、大阪つくば開成(3)、
ルネサンス大阪(3)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（121名）

○結果の概要

男子は体力合計点で全国平均を上回った。その中で上体起こし、長座体前屈、反復

横とび、立ち幅跳び、ハンドボール投げにおいて全国平均を超えています。

女子は体力合計点で全国平均を上回った。その中で９種目中７種目が全国平均を上

回っています。

取組の成果と課題、アクションプラン
生徒質問紙において「学校の部活動や地域のスポーツクラブに所属していますか。」に

おいて部活動やスポーツクラブに加入している割合は本校の生徒は大阪市、全国に比べ

て高く、また「学校の保健体育の授業以外で、運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツを

１日どのくらいの時間していますか。」の問いに対して本校の生徒の割合が大阪市、全国

に比べて運動している割合が高い。

令和５年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

本校は、昭和59年４月に高倉中学校より分離独立して創設されました。

地域は、旧鐘紡の跡地に計画的に建設された大規模な高層住宅に囲まれ、大川沿いの毛馬桜之宮公園を擁して、緑多く、小鳥のさえずる

閑静な環境にあります。春は桜が咲き誇り、秋には紅葉に包まれる、都心にありながら四季の変化を感じられる素晴らしい地域です。

そのような環境の中で、創立時より知・徳・体の全人格の育成をめざして、生徒・保護者・地域・学校が一体となって伝統を積み重ねています。

一人ひとりが尊重され、多様な文化や価値観を受け入れ、お互い支え合う社会をめざし、「心豊かに力強く生き抜き、未来を切り拓く力」の

育成に努め、『将来の社会の形成者を育てる』ことを目標として、日々の教育活動に取り組んでいます。

校長　上田　健二

【安全・安心な教育の推進】

学校園の年度目標

○日常の教育活動や学校行事において、集団づくりに重点を置き、班活動を通じて相

手の気持ちを考える生徒を育てるとともに、ちがいを認め合い、お互いに支えあえ

る集団づくりに努め、一人ひとりが安心して学校生活を送れる学校づくりをめざす。

目標値として、年度末の校内調査において、「学校に行くのは楽しい」との肯定的

意見83％以上を維持する。（昨年度82.4％）

○不登校傾向の生徒の状況を十分に把握し、教職員で共通理解を図る。そのうえで、

校内におけるいじめ・不登校対策委員会においてケース会議を行う。当該生徒・保

護者と密接につながり、また、関係諸機関とも連携し、当該生徒が安定した気持ち

で生活できるように努める。目標値として、こども相談センターや区役所子育て支

援室との協議内容を充実したものとするとともに、新たに不登校になる生徒の割合

を２％以下とする。（昨年度1.85％）

○学校教育目標の３つの心（挑戦心、利他心、自律心）の育成を授業、学校行事、

学年行事で取り組み、年度末の校内調査において「自分にはよいところがあると思

う」との肯定的意見を82％以上とする。（昨年度81.9％）

【未来を切り拓く学力・体力の向上】

学校の年度目標

○生徒が積極的に参加する授業を創造するとともに、体験的な活動を積極的に実施

し、自ら学ぶ生徒を育成するよう努める。年度末の校内調査で「前向きに授業に

取り組んでいる」生徒の割合93％以上を維持する。（昨年度92.2％）

○年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「思う」

と回答する生徒の割合を40％以上にする。（昨年度42.8％）

○年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する生徒の割合を60％以

上にする。（昨年度61.4％）

【学びを支える教育環境の充実】

学校の年度目標

○授業日において、生徒の８割以上が学習用端末を活用した日数が、年間授業日の

50％以上にする。

５月11日（土）に授業参観を実施。

○結果の概要

全国学力・学習状況調査結果平均正答率では、国語で5.2ポイント、数学で5.0ポイ

ント、英語で12.4ポイント全国平均を上回っており、学力向上の取組の成果が継続して

表れています。また、生徒質問紙からは、学校での授業時間以外の学習時間（学習塾・

家庭教師を含む）が全国平均を大きく上回っており、家庭での学習習慣は定着してい

ると考えられます。

取組の成果と課題、アクションプラン
学校生活アンケートにおいて「国語の授業の内容は理解できる」肯定的回答95.4％

（前年比1.0P上昇）。「国語の学習に前向きに取り組んでいる」肯定的回答94.4%（前

年度比0.4P減少）。「数学の授業の内容は理解できる」肯定的回答84.0％（前年比

3.4P減少）。「数学の学習に前向きに取り組んでいる」肯定的回答91.1%（前年度比

0.3P減少）。「英語の授業の内容は理解できる」肯定的回答82.3％（前年比1.1P減少）。「英

語の学習に前向きに取り組んでいる」肯定的回答90.0%（前年度比0.7P上昇）となり

ました。この結果から、学習指導要領が目指す「知識・技能」を踏まえて「思考力・

判断力・表現力」の実践から「学びに向かう力・人間性の涵養」を授業の中で取り

組むことで「主体的に学ぶ力の育成」に努めて個の力の伸長を図ることが本校の課題

です。

令和５年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）
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友渕中学校グランドデザイン

１．真理を探究し、創造性豊かな生徒を育成する（挑戦心）

２．勤労を重んじ、根気強くやり抜く生徒を育成する（利他心）

３．誠実にして、責任感が強く、他人と協調できる生徒を育成する（自律心）

利他心

男子バスケットボール部　大阪市春季総体　準優勝

【学力と体力の状況調査については 18 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

国語 数学

75 56

英語

58

学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります

利１　相手の話を誠実に聞くこ
とができるとともに、自
分の意見も的確に言うこ
とができる

利２　自分と相手の意見の違
いや個性の違いを理解
しながら、助け合いや支
え合いができる

利３　相手やクラスや学校のた
めになることを考え、自
ら進んで行動へ移すこと
ができる

挑１　困難な壁にぶつかって
も、その壁を避けるので
はなく、前向きに取り組
むことができる

挑２　自分が学ぶということに
対して、イヤがるのでは
なく、むしろ楽しむこと
ができる

挑３　一つの手段や方法で取
組むのではなく、ありと
あらゆる手段や方法を探
究することができる

自１　自分の中にある腹立ちや
苛立ちの感情に折り合
いをつけながら、安定し
た行動ができる

自２　自分の考えを持って判断
して自分の言葉で伝える
ことができる

自３　困ったときに周りの人に
「助けて」と伝えること
ができる

挑戦心 自律心
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